
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度博多港整備効果検討業務 

 

 

 

仕 様 書 

 

 

 

 

 

令和８年９月 

国土交通省九州地方整備局 

博多港湾・空港整備事務所



1 

 

１．業務概要 

本業務は、博多港アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル整備事業の整備効

果の検討を行うものである。 

 

２．履行期間 

契約締結日から令和９年２月５日までとする。 

 

３．業務内容 

業 務 名 称 業 務 内 容 単位 数量 摘 要 

平成 29年度 博多港（中央ふ頭

地整備効果資料作成 

 

 

 

 

 

 

成果物 

 

 

 

需要の推計 

 

便益の計測 

 

費用便益分析の計算 

 

 

業務完成図書作成 
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式 

 

 

式 
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４．提供資料 

令和７年度 博多港湾・空港整備事務所管内港湾施設整備効果調査 報告書（本業務の

該当部分） 

 

５．業務仕様 

５－１ 総則 

「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル」（国土交通省港湾局 令和 6 年 6 月）及び

「港湾投資の評価に関する解説書 2011」（みなと総合研究財団 平成 23 年 7 月）の定め

によるものとする。 

 

５－２ 整備効果検討 

（１）需要の推計 

博多港アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル整備事業の残事業便益の計測

に必要な需要の推計を行う。推計にあたっては、推計方法及び根拠を整理し、設定され

た需要予測の目標年における港湾取扱貨物量等を最新のデータを用いて推計するものと

する。なお、需要の推計方法については、当局職員と協議するものとする。 

 

（２）便益の計測 

博多港アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル整備事業の残事業便益の計測

を行う。計測にあたっては、５－２（１）の結果を基に目標年を対象に便益の計測を行

うものとする。なお、便益の計測方法については、当局職員と協議するものとする。 
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（３）費用便益分析の計算 

博多港アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル整備事業の残事業の費用便益

分析を費用便益比及び経済的内部収益率を分析指標として計算するものとする。また、

便益、費用及び建設期間が想定される基本ケースからそれぞれ＋１０％～－１０％の増

減をした場合について感度分析を実施するものとする。なお、事業費等については、当

局職員と別途協議するものとする。 

 

６．成果物 

６－１ 成果物 

（１）業務完成図書の取りまとめ方法及び添付する資料については、当局職員と別途協議しな

ければならない。 

 

６－２ 業務完成図書 

（１）本業務における業務完成図書は、電子データを電子媒体(ＣＤ－Ｒ)で１部提出しなけれ

ばならない。「紙」による報告書は製本 1部とする。なお、報告書製本の体裁は、紙ファ

イルのＡ４判を標準とする。 

 

納入場所：福岡市中央区大手門 2丁目 5番 33号  

国土交通省 九州地方整備局 博多港湾・空港整備事務所 

 

７．検査 

（１）本仕様書のとおり実施されたことの確認をもって検査とする。 

 

８．支払条件 

（１）給付の完了の確認又は検査を終了した後、適法な支払請求書を受領した日から15日以内

に、支払請求書記載の銀行口座へ振込みによる方法により支払う。 

 

９．その他 

（１）本仕様書に記載なき事項及び本業務の遂行上疑義が生じた場合は、当局職員と別途協議

するものとする。 

 

（２）仕様内容の全て、又は主たる部分を第三者に委任、若しくは請け負わせてはならない。 

 


